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奇抜で殆ど非礼、火傷しそうな提言を渇望する

森 一久

そうした中でも、オバマ大統領や EUの環境ニューディールが新味がるが、それも新しい
「投資先」としての域を脱しきらず、従来の意味の {短期的な}経済合理性が前提となる

のでその効果は予断を許さない。 日本の財界では、温暖化ガス放出の制限にさえ、反対の

空気が強く、環境問題への取り組みを社会構造の変革と捉えるには程遠い。変わったとこ

ろでは、サルコジ氏が「高校生に新聞をタダで読ませる」と呟いたのが耳に残つているが、

あれはどうなつたのだろうか。

総じて言えば、対策はすべて膏薬張りの対象療法、根治はおろか体質改善にも眼が向いて

いない。例えば「ワーク・シェアリング」。欧米でも始めたと報じられているが、ILO関係

の国際条約で日本が先進国中最低の批准数の国で、あちらでは「過労死」という言葉も無

く、日本はその面で「恥ずかしい国」だいうことなどは、棚に挙げて議論も出ない。

こういつた例は他にも山ほどあろうに、内橋克人さん以外にあまり論客が見当たらないの

は、一体この国はどうなつたのだろうか。

これだけ悪態をついては、ボツボツ奇抜でも非礼でも、提案なり「問題発掘」に向わねば

小生の顔がたたない。


